
■例会日／毎週木曜日 12:30～13:30
■例会場／八坂神社 社務所

〒189-0013 東京都東村山市栄町3-35-1

■クラブ管理委員会／相羽 正　小林 学　田中 重義
■事務所／〒189-0013
　　　　　東京都東村山市栄町3-5-1ハイツむさしの101
　　　　　TEL 042-393-7500
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国際ロータリー･テーマ

ロータリーは分かちあいの心

今年度会長テーマ
ロータリーは楽しさを分かちあい
　 ロータリーに楽しさを分かちあい
　　　新しい仲間の輪を拡げましょう　皆さまとともに

第1995回例会 2007.9.13

■会長報告 樺澤会長

■点鐘：樺澤会長

■司会：
　石山例会運営委員

■ガバナー事務所：
　公式訪問お礼状の受理
　ロータリ－財団寄付速報(7月)
■東村山市体育協会：
　お礼状の受理(第44回東村山市秋季市民運動会)
■国際ロータリー：
　100ドル寄付のお願いとパンフレットの受理

　先週の9月6日に行われましたガ
バナー公式訪問には会員皆様方の
ガバナー公式訪問には台風の中、
朝早くからご協力を戴き、ありが
とうございました。心よりお礼申
し上げます。
　私は、予てから従来の各委員長がクラブ概況に書か
れている方針などについてご説明する従前の方式に疑
問をもっておりました。折角、ガバナーが東村山まで
おいで戴き、会員の皆様がガバナーとお話ができる折
角の機会ですから、最初は座談会形式を考えましたが、
先輩方の皆様のご意見を伺って、中途半端の感じはご
ざいますが、四大奉仕の委員長さんに委員会の内容に
限らず、ご発言を戴くと共に在会年数の長い会員を代
表して土方会員、東村山市から見たロータリークラブ
について高橋会員、一番新しい会員の石山会員からロ
ータリーに対する思いをお願いしました。
　皆様のご支援、ご協力に改めてお礼申し上げます。

■合唱：ロータリーソング
　　　　｢我等の生業｣
◆ソングリーダー：高橋会員

■お客様紹介：
　戸澤パスト会長

◆ゲスト：津久井ＲＣ 山本芳昭様

■幹事報告 河野幹事

■回覧：
　｢友｣インターネット速報
　No.301、301
■例会変更：青梅ＲＣ
　9月25日(月)→例会取りやめ
　10月16日(火)→移動例会(創立45周年記念例会)
　11月6日(火)→青梅産業祭に振替
　11月13日(火)→第2580地区大会に振替
■大仁田会員、しばらくお休みでしたが、次週か
　ら来られるとのことです。

■出席報告 漆原例会運営委員

■前々回メークアップ修正後
　前々会欠席：4名
■前々回出席率
　メークアップ修正後：94.74％
■前々会メークアップ者：
　村田会員　東大和ＲＣ
　竹田会員　福生中央ＲＣ
　漆原会員　所沢西ＲＣ

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

40 32 0 8 78.95



東京東村山ロータリークラブ

◆樺澤会長、河野幹事：
　　　　　　先週のガバナー公式
　　　　　　訪問には朝早くから
　　　　　　長時間お疲れさまで
　　　　　　した。
◆山 本 様：お世話になります。
◆野村会員：飯田さん、本日の卓話の準備は大丈
　　　　　　夫ですか？
◆林会員､中島会員､金子会員､中丸会員､小林会員：
　　　　　　写真ありがとうございました。

本日のニコニコ合計： 18,000円
　　累　　　計　　：440,000円

■當麻地区研修委員
　地区研修委員会の内容報告あり
　ました。

■野澤地区青少年交換委員会副委員長
　委員会の話の前に、会員増強委
　員会より次の会合まで会員候補
　者をできるだけ多く推薦お願い
　します。現在14～15名予定者が
　入っています。
　地区危機管理委員会が今年度より立上になりま
　した。近々マニュアル出来ますのでよろしくお
　願いします。これからは地区ごとに責任をもつ
　ようにお願いします。
　セクハラは時効がありません。日本は治安が良
　いからとなっていますが、これからは日本の文
　化だけでは通らない所があり、気をつけてくだ
　さい。ローテックスの活動無しでは出来ません。
　協力お願いします。

■委員長報告

■ニコニコＢＯＸ 中島クラブ管理委員

■皆出席：河野会員(9回目)
■令夫人誕生祝月：漆原会員

■卓話 飯田青少年交換委員長、山本委員

■点鐘：樺澤会長

職場体験に求められる背景と必要性について
①職場体験が求められる背景
職場体験が求められる背景として
子供たちの生活や意識の変容、学
校から社会への移行をめぐる様々
な課題、そして、何よりも望まし
い勤労観、職業観を育む体験活動の不足が指摘さ
れています。

②職場体験の必要性
職場体験には、生徒が直接働く人と接することに
より、また、実際的な知識や技術･技能に触れる
ことを通して、学ぶことの意義や働くことの意義
を理解し、生きることの尊さを実感させることが
求められています。また、生徒が主体的に進路を
選択決定する態度や意思、意欲などを培うことの
できる教育活動として、重要な意味を持っていま
す。

■19年8月出席表
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出席規定適用免除者

細渕　一男

相羽　　正

赤木　盛一

恵面　好晴

林　　　博

土方　義一

細渕　　清

飯田　能士

熊木　敏己

石山　　敬

樺澤　　襄

金子　哲男

神崎　　武

木下　清一

北久保眞道

河野　　諭

小林　　学

町田　清二

目時　俊一

村越　政光

村田　秀雄

中丸　繁男

中村　敏幸

二ノ宮　繁

野村　高章

野崎　一重

野崎　征吉

野澤　秀夫

大仁田隆義

杦山　佳雄

高橋　　眞

竹田　光明

田中　重義

當間　　眞

當麻　　誠

戸澤　　忠

漆原　次男

山本　智治

隅屋　宜一
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